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は じ め に

私たちの身の回りには，燃料，合成繊維，合成ゴム，プラスチック製品，化

学肥料，医薬品，化粧品，半導体などの現代社会の快適な生活に必要不可欠な

製品が多くある．これらは，化学工業によって製造・生産されたものである．

化学工業は複数の様々な化学装置(化学プロセス)が組み合わされた工場施設，

すなわち，化学プラントから構成されている．これらの化学プラントは，安定

して，安全に，かつ，経済的に操業されることが必要で，その目的に適ったよ

うに，設計されている．化学プラントを設計するのに使われている知識で中核

をなすのが，化学工学である．

このテキストは，化学工学を学んでいる学生向けに，化学プラントの設計に

関する仕事の流れとその概要を理解し，プラント設計の仕事がどのようなもの

であるか，化学工学が実際の仕事にどのように使われているかを理解すること

目的に作成している．また，実際に稼働しているプラントを例に取ったプロセ

ス設計の演習を通じて，その理解を促進し，設計能力が身につくことを目指し

ている．設計の基礎・原理を学ぶために，演習では専用設計ソフトウエアは使

用せず，手計算で解くことを中心にしている．

なお，このテキストの作成に際し，参考文献に挙げた図書をはじめとしてそ

の他多くの文献，ご指導を受けた緒先生・先輩方から学んだ事柄を参照させて

いただいた．ここに，故平田光穂教授をはじめ，それらの著者・先生・先輩

方々に深く感謝の意を表したい．また，出版にあたっては，機会を与えていた

だき，また，相談にも乗っていただいた分離技術会出版委員会委員長の小島博

光教授，校正の段階で助言を戴いた㈱化学工業社三澤忠則社長には，心から感

謝の気持ちを伝えたい．

2011 年 9 月

白 石   浩
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